


八 ワ ー ド ・W・ 八 ン タ ー
(1907年 一1995年)

「主イエス ・キ リス トの生涯と模範，特に主が示された

愛と希望と慈悲に，これまで以上の注意を払って生活す

るようすべての教会員にお勧め します◎私たちが互いに
けんそん

もっと親切にし，もっと礼儀を尽くし，もっと謙遜で，
ゆる

忍耐強 く，赦 し合 える よう に祈 って います。」(八 ワー

ド ・W・ 八 ンター ，1994年6月6日)

八ワー ド ・W・ 八ンターは子供の

ころ(下 ，5歳)か らやさ：しい心

と優れた人格を有 していた。 この

キ リス トのような特質は，彼が成

長 し使徒の職 に就く(右 ページ)

につれ，次第 に顕著となった。話

葉と行な い，思いにおいて，彼は

常に主に倣おうと努めてきた。

エ リザベス ・S・ バンデンバーグ

ワー ド・W・ ハ ンター大管長 は，教会員 と世の人々に とって，主イエス ・キ

八 リス トが示 された 「愛 と希望 と慈悲」の模範で した。末 日聖徒イエス ・キ リ
ス ト教会の第14代 大管長 として9カ 月間その務 めを果たした後，1995年3月3日 金

曜 日午前8時35分 ， ハンター大管長は87歳 で この地上の務めを解かれ， ソル トレー

ク神殿 の東側2ブ ロック目にあるアパー トで息を引き取 りました。葬儀 は3月8日

水曜 日午後12時 から，テンプルスクウェアのタバナクルで行なわれ，遺体 はソル ト

レークシティー共 同墓地 に埋葬 され ました。

ハワー ド・W・ ハ ンター長老はだれの目から見て も非凡 な生涯 を送 りました。 し

かしハ ンター長老 の重要な指導的立場 を世の人々が どの ようにたた えて も，ハ ン

ター長老 自身 は，真の偉大 さは世俗的な意味での成功の定義の うちにはな く，「神

が全人類 に共通 して授 けた もうた責任 〔や〕……人々や主のためにみずか らの生活
ささ

を捧げて行な う奉仕や犠牲な ど，数 え切れないほ どさまざまな小 さな事柄」の中に

あることを知 っていました。(『真 の偉大 さ』 「聖徒 の道」1982年7月 号，pp.32-

33)

きわ めて慎み深いハ ンター大管長 は，人 との比較 を嫌 うか もしれ ませ んが， まさ

に彼 自身がその偉大さの定義 に匹敵 する人物でした。すで に人々の注目を集 めるは
ざ せつ はらから

るか以前 に，彼は懸命 に働 き，挫折の後で再起 を図 り，同胞 を助け，救 い主の模範

に従 って生活するなどの転機 となる決心 をして，偉大 さのへん りんをのぞかせてい

ました。

教会の大管長に就任してからは，すべての末日聖徒 に主イエス ・キリス トの模範

に従い，「主の宮居 を，教会員であることの崇高 な象徴」 とするように訴 えました。

(『教会員の大いなる象徴』「聖徒の道」1994年11月 号 ，p.3)そ の 生涯 と働 きは，
けんそん

献身 と愛 と謙遜 さによって，彩 られています。、
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大管長
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神の性質にあずかる者

「救い主のすべての教えを学び
，

その模範にもっと完全に従いま

しょう。主は私たちに 『いのちと

信心とにかかわるすべてのこと』

を授けてくださいました。また主

は 『栄光と徳とによって，わたし

たっと

たちを召され……尊く，大いなる

約束』を与えてくださいました。

それは私たちが 『神の性質にあず

かる者となるため』です。(皿ペ

テロ1=3-4)

私はこの 『尊く，大いなる約

束』を信 じ，私の声を聞いてい

らっしゃるすべてのかたがたに，

それを求めるようにお勧めします。

私たちは 『神の性質にあずかる

者』となるように努力しなければ

なりません。そうして初めて，

あ
『この世に在 りては平和を得

，次

の世 に在 りては永遠の生命を得』

るという望みを持つことができる

のです。(教 義 と聖約59=23)」

(「聖 徒 の 道 」1995年1月 号 ，

P.9)
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両親(下)は 八ワードに，熱心に働き，才能を伸ばすよう教えた。そして彼とクレ

アはそれらの徳を子供たち，リチャードとジョン(右 ページ)に ：も継承させた。八

ワードの数々の才能のひとつが音楽であった。上の写真は，八ワードが高校時代に

編成した人気ダンスバンド。中央に立っているのが八ワード。

家族を守り，擁護する

「教会には家族を社会の基とし

て守り，擁護する責任と権能があ

ります。世の初めから定められた

家族生活の様式によれば，子供た

ちは法律上正しく結婚した夫婦を

父母として生まれ，養われます。

現代の人々は今，家族の崩壊に

よって，予言者たちが告げた災い

が世にもたらされるのではないか

と恐れています。世の人々がどれ

ほど協議を重ね熟考したところで，

主が啓示されたとおりに家族を位

置づけないかぎり，実りはありま

せん。」(「聖徒の道」1995年1月

号，P.10)

苦闘時代と初期の苦難

1907年11月14日 ， ハ ワー ドはアイダホ州ボイシで， ジョン ・ウィ リアム(ウ ィ

ル)・ ハ ンター とネ リー ・マリー ・ラスマッセンとの間に生 まれ ました。彼 はたっ

たひ とりの妹 ドロシー と一緒 にじゅうぶんな世話 を受 けて楽 しく育 ちましたが，家

庭は決 して裕福ではあ りませ んでした。父親はボイシ峡谷鉄道会社で運転手 を務 め，

生活 を支 えるために母親 もときどき臨時の勤めに出ていました。

少年時代，ハ ワー ドはとうもろこしの皮 をむき，豆や りん ごを収穫 し，重 い牛乳

缶を何本 も地元の酪農場か ら家 まで運 びました。10代 の ころはさまざまな仕事 に就

き，ゴルフ場 のキャディー，アイスク リーム ソーダの販売，新聞広告の代筆 なども

しました。地元のホテルでベルボーイやポーター，整備係 として働いたこともあ り

ます。 こうした仕事 を通 して勤勉 さをはぐくんだおかげで，後年彼 は，仕事で も教

会で も多方面の仕事 をこなす ことができました。(エ レノア ・ノールズ著 「ハワー

ド ・W・ ハ ンター」(英 文)p.45参 照 。特 に出典 の表記がないか ぎり， この記事 の

引用ならびに情報 はほ とん どこの著書か ら採 られています)

ハ ワー ドの母親 のネ リーは，子供たちと一緒に活発 に末 日聖徒イエス ・キ リス ト

教会に集 いましたが，父親のウィルは どの教会 ともかかわ りを持ちませんでした。

しかし時折，家族 とともに教会に行 くこともあ りました。父親の腕 につか まって市

街電車で教会か ら帰ったことは，子供 のころのハ ワー ドの楽 しい思 い出のひ とつ と

なっています。

ところがハワー ドが8歳 になってバプテスマを受ける時期になる と，ウィル はそ

れ を許 しませんで した。ハ ワー ドと ドロシーに自分で判断できる年齢 になるまで

待ってほしかったのです。 この延期はハ ワー ドにとってはつ らい体験でした。12歳
せいさん

になって.も執事 になれず，ほかの少年たち と一緒 に聖餐を配 ることもできませんで

した。その後， ウィル も息子の熱心な願いに負け，1920年4月4日 ，ハワー ドが12

歳 ， ドロシーが10歳 の時 にふた りそろってバプテスマを受 けることができました。
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さらに大きな責任を受けるようになるにつれ，八ワード・W・八ンターは家族とと

もに過こす時間を一層大切にするようになった。患子のジョンが伝道を終えると，

八ンターとクレアは彼を盤界旅行に連れて行った。(上)リ チャードが伝道を終え

た時も夫妻は同様にした。

姉妹たち，教会幹部とともに

立ち上がりましょう

「私たちの主なる救い主は，ま
はずかし くもん

ことに辱めと苦悶と死に際して，

なぐさ

当時の女性たちに慰めの手や聞く

耳，信じる心，やさ：しいまなざし，

励ましの言葉，誠実さ：を求められ

ました。同じように，私たちを取

り巻く悪の潮流を食い止め，救い

主のみ業を前進させるには，今日，

教会の女性たちが集まって教会幹

部とともに立ち，彼らを支持する

ことは大いに必要であると，私に

は思われます。」(「聖徒の道」

1995年1月 号，pp.109-110)

バプテスマの後 しばらくして，若いハ ワー ドの教会での奉仕が始 まりました。寒

い日曜 日の朝に薪を用意 して，礼拝堂の暖炉 に火 を入れ る責任です。 また彼は新 し

く始 まったぼか りのスカウ トプログラムに参加 し，ボイシでふた り目のイーグルス

カウ ト(ボ ーイスカウ トで最高の位)に なりました。1923年 にボイシの聖徒たちの

会合で，礼拝に使用す る大 きな会堂 を建て る話が 出た時，最初に献金 をしたのは15

歳 になるハワー ドでした。25ド ル という，彼が懸命 に働いてためた，当時 としては

相 当な額を納めたのです。

ハ ワー ドの働 きはワー ド部の中だけにとどまってはいません。少年時代 から牛乳

を配った り，庭仕事をした りして近所の人々を助 けた り，家畜のえさや りや治療時

に迷い出る動物がいないよう見張 りをした りしました。 ドロシー ・ハンター姉妹 は，

兄が少年時代か ら上品でや さしかったと述懐 しています。

学業，音楽，海外旅行

両親 とも正規 の教育 はあま り受 け七い ませんで したが，ふた りは ドロシー とハ

ワー ドのために知的に豊かな家庭環境 を整 えました。子供たちはどち らも図書館 を

よく利用 しました。父親のウィル は家庭に備えた地図や百科事典を使って，子供た

ちによく世界 じゅうの国々のことを語 って聞かせ ました。そのような話 はハ ワー ド

の心に旅行への抑 えがたいあこがれを植 えつ けました。

彼 は多少色盲で，運動競技 に関心は薄かった ものの，1920年 代 のボイシ高校では

学業 の面で も社交の面で も成功 していました。また，バン ド演奏を聴 くためにガー

ル フレンドを連れずにダンス会場へ足を運 び，音楽への関心を深めました。幼い こ

ろにピアノとバイオ リンのレッスンを受 けて芽生 えた音楽への関心 は，楽器店のコ

ンテス トでマ リンバ を賞品にもらってからさらに高 まりました。彼 はマ リンバ をた

ちまち独習すると，次いで， ドラム，サキソフォン， クラ リネッ ト，後年には トラ

ンペ ッ トまで こな しました。 また1924年 に は，地区の人気 ダンスバ ン ドとなった

「ハンターズ ・クルーネイダーズ」 を結成 しました。
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八ンター長老は，氾59年に使徒職

に召され，教会での専任の奉仕に

携わることになった。以来35年閾，

教会歴史家(上)な どさまざまな

責任と家族に対する責任とを両立

させてきた。左ページの写真は，

彼が教会機関誌の}964年10月 号表

紙に孫娘のキャサリン，アンとと

もに掲載さ：れた時のもの。

でハ ワー ドは， 自分の楽器を処分 してしまいました。1931年6月6日 のことで した。

以来，彼が仕事 として演奏 した ことは一度 としてな く，その後 はときどき家族全員

で歌 を歌 うときに限って楽器 を持 ち出しました。

1931年6月10日 ， ハワー ドとクレアはソル トレーク神殿で この世か ら永遠にわた

る結婚 をしました。 ほとんどその直後か ら，ふた りにい くつもの試練が襲いかかっ

てきました。1932年1月 ，ハワー ドの務めていた銀行がやむな く閉鎖 にな りました。

さいわいにもふた りには負債がなか ったので，小 さな仕事 を次々にこな し，彼の言

葉 によれば 「飢 えか ら救われ」 ました。 そのような仕事 には，石 けんの訪問販売や

時給30セ ントでの雨 どいの取 り付け作業 などがあ りました。 そしてついに， 自分た

ちだ けで暮 らしを立てることがで きな くなり，1933年 に はクレアの両親 と一緒 に生

活す るようにな りました。ハワー ドはよくクレア と一緒 に工事現場に住み込み，義

父に代わって鉄橋の塗装をした りしました。

しか し1934年 ， ハワー ドはついに，ロサ ンゼルス郡洪水防止地区で安定した仕事

を得 ました。 この仕事 にはある程度 の法律業務が含 まれていたため，彼 は間 もな く

ロースクールに通いた くな りました。1935年 か ら1939年 までハ ワー ドは昼は専任の

社員 として働 き，夜はサウスウエスタン大学のロースクールに通い，クレアと一緒

に遅い夕食を取ってから深夜 まで勉強 しました。1939年 に はクラスで3番 とい う優

秀な成績で卒業 し，同じ年の後半 にはカ リフォルニア州で司法試験 に合格 しました。
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9



蒙

学校 に通いなが ら常勤 の仕事に就 くとい う困難の中で， この若 い家族 にさらに

チャレンジが加わ りました。1934年 にハワー ド・ウィリアム ・ジュニア(ビ リー)

が，1936年 に はジョン ・ジェイコブ，1938年 に はリチャー ド・アレンがそれぞれ誕

生 します。ハ ワー ドとクレアにとって， この歳月は喜び と達成感 の感 じられる時期

で した。 しかし悲 しみを味わ う時期でもあ りました。当時 はひとり息子であったビ

リーが生後6カ 月で病気にかか り，内出血 を止 める手術 の後，亡 くな りました。ハ

ワー ドは当時 を思い返 して，ふた りとも 「うちひしがれ，悲嘆 に暮れてい ました」

と語 ってい ます。

すき

鋤にかけた手

1940年 に入 り，カリフォルニアで弁護士 としての開業が認められると，ハワー ド

は法律事務所 を開きました。 これは後 に法律家 として成功 を収 める第一歩 となりま

した。 また，同 じ年の8月 にはすばらしい出来事が起 きました。アルハ ンブラワー

ド部が分割 され，32歳 のハワー ドが新設 されたエルセレノワー ド部の監督に召 され

たのです。 この召 しにまった く驚いたハ ワー ドは当時を こう述懐 しています。「私

は常々，監督 はもっと年配の方がなるもの と思っていました。」

ハンター監督 は愛 に満ちた， しか も確固 とした指導者であることを証明 しました。
せいさん

ある日曜日，ハ ンター監督は何人かの青少年が聖餐を配ってからそっと集会を抜け

出して軽食 も扱 う隣の雑貨店 に行 ったのを見届け，壇上を去って， その店に行 き，

カウンターのわ きにお どお どして集 まっている何人かの少年たちにこう告げました。

「兄弟たち
，シェークを飲み終わった ら，また集会を続けようじゃないか。」

ハンター監督 は1946年 に解任 され ると，その4年 後 に，パサディナステーキ部の

ステーキ部長に召され ました。 その後9年 半にわた って，新 しいステーキ部 セ ン

ターや1951年 に建築が始 まったロサ ンゼルス神殿の建築基金を集めるために，数多

くの作業 プロジェク トに参加す るようステーキ部 の会員たちを励 ましました。 ス

テーキ部長 としての在職期間中，ハ ンター長老は複数のステーキ部長によって構成

される南カリフォルニア地区評議会の議長 も務 め，教会で正規 のプロジェク トとし

セ定められる15年 も前からステーキ部 の会員たちに家庭 の夕べを開 くように奨励 し，

南カ リフォルニアで早朝セ ミナリープログラムを始めました。

八ンター大管長は教会の責任で広

範囲にわたって頻繁に旅をした。

1979年10月 の使徒時代 に，八ン

ター長老はエルサレムのオリブ山

にあるオルソン ・八イド記念公園

の奉献式で友人のテディ ・：コレッ

ク市長からエルサレム市のメダル

を贈られた。当時大管長であった

スペンサー ・W・ キンボール長老，

その後大管長となるエズラ ・タフ

ト・ベンソン長老の顔も見える。

(左上)十 二使徒定員会会長代理

の八ンター長老と同定員会のデ

ビッド・El・ヘイト長老。旧87年

10月の総大会で。(右上)
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奉仕の試金石

「主は私たちのためにひとつの

試金石を用意しておられると思い

ます。弟子たる心を形として測り，

私たちの信仰の度合いをしるしづ

けて，来るべき火にも屈しない方

法です。……

主は…… 〔ある〕ときに，『わ

たしの兄弟であるこれらの最も小

さ：い者のひとりにしたのは，すな

わち，わたしに したのである』

(マタイE5=40)と 言われました。
はら

主は私たちの献身の度合いを，同

から

胞をいかに愛し，同胞にいかに仕

えるかによって測られることで

しょう。主の試金石に，私たちは

どんな跡をつけているでしょうか。

私たちは本当に良い隣り人でしょ

うか。……

私たちは友を作りますが，神は

どこにでも私たちに隣り人を用意

しておられることを忘れてはなり

ません。愛には垣根がないはずで

す。愛に境界を定めてはなりませ

ん。」(「聖徒の道」1987年1月 号，

pp.37-38)

1994年6月5日 ，八 ンター長老は末 日聖徒イエス ・キリス ト教会の第14代 大管長に

聖任され，任命された。翌 日，八ンター大管長はゴー ドン ・B・ ヒンク レー第一副

管長， トーマス ・S・ モンソン第二副管長とともに記者会見に臨んだ。(上)こ の

時の声明の中で八ンター大管長は，もっとキリス トのような生活を送り，神殿 に参

入するふさわ しさを身につけるよう会員 に勧告 した。

息子たち，旅行，仕事

ワー ド部やステーキ部 の召 しで忙 しい ときで も，ハワー ドはや はり子供たちのた

めに時間を取っていました。ジョンや リチャー ドは自分たちの父親が東洋 に航海 し

た時の話を聞いた り，綿密な作業を正確 にこなす父親 と一緒 に列車の模型 を作 った

りするのが特に好 きで した。 ときどきとの父親は，模型列車の線路の敷設 アイデア

を得るために，彼 らを操車場 に連れて行 くので した。家族はまた，屋外円形劇場の

ハ リウッドボウルで行なわれるコンサー トを楽 しんだ り，ハ ワー ドの持つず らりと

並んだクラシックレコー ドを聴いた りしました。

また彼 らは，家族 に世界 を見せてや りたい とい うハワー ドの願 いから恩恵 を受 け

ました。それはハ ワー ド自身の父親 にはで きなかった方法によって実現 しました。

ふた りの息子が伝道 を終えるたび(ど ちらもオース トラ リア南部で伝道 した)， ハ

ワー ドとクレアはそれぞれの息子を世界旅行 に連れて行 ったのです。

ハワー ドは両親 との親 しい交わ りも欠か しませんで した。そして今度 はウィル と

ネ リーが，1953年 に行なわれたア リゾナ神殿 の団体参入の時，46歳 になったハワー

ドにこれ までにない誕生 日のプレゼン トをしました。神殿の礼拝堂でハ ワー ドがス

テー キ部の会員たちに話 をしている と，彼 の両親が白い服 に身を包 んでその場 に

入 って来たのです。ふた りは夫婦の結び固めを受け，彼 らの息子 と結び固めを受 け

る準備が整 っていました。

そうした間 に，ハワー ドはロサ ンゼルスの法人弁護士 となって，25以 上の会社か

ら役員 として籍を置 くように依頼を受 けるほ どになっていました。依頼人が仕事の

報酬を支払 えないと，彼は無料で法務相談 に応 じました。ハワー ドの法務処理技能

は広い尊敬 を集め，州裁判所の判事 のひ とりとして候補 に上が りました。 しか し彼

追悼特集
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八 ワー ド ・W・ 八 ン タ ー

大管長の年表
(1907-1995年)

年

1907

1911

1920

1923

1924

1926

1927

1928

1930

1931

1932

1934

1935

1936

1938

1939

1940

1946

1950

1953

1959

1960

出来事

11月14日 ア イダホ州ボイシに生まれる。

ポリオにかか るが快復する。

4月4日 バプテスマを受 ける。

6月21日 執事 に聖任され る。

5月11日 イ ーグルスカウ ト章 を取得。

ダンスバ ンド 「ハンターズ ・クルーネイダーズ」結成。

6月3日 ボイシ高校を卒業。

「ハ ンターズ ・クルーネイダーズ」 とともに東洋へ

航海に出る。

2月6日 父親がバ プテスマを受ける。

カ リフォルニアへ引っ越 し，銀行に就職。

祝福師の祝福 を受 ける。

6月10日 ク ララ(ク レア)・ メイ ・ジェフス と

ソル トレーク神殿で結婚。

大恐慌 のため銀行での仕事 を失い，臨時雇いの仕

事 を始 める。

ロサ ンゼルス郡洪水防止地 区の仕事 を得 る。

3月20日 長男ハワー ド ・ウィリアム(ビ リー)・

ハンター ・ジュニア誕生。 しかし6カ 月後に死亡。

サウスウエスタン大学のロースクール に入学。

5月4日 次男ジョン ・ジェイコブ ・ハ ンター誕生。

6月29日 三男 リチャー ド・アレン ・ハ ンター誕生。

ロースクール卒業。司法試験合格。

4月 法律事務所開業。

9月 エルセレノワー ド部の監督 に召される。

監督 を解任 され，大祭司グループリーダー として，

続 いて高等評議員 として奉仕。

2月25日 パ サデ ィナステーキ部 のステーキ部長

となる。

11月14日 両親 と結び固めを受 ける。

10月15日 使徒 に聖任 される。

ネバダ州で新 しいステーキ部 を組織。 これ は，そ

の後彼が合衆 国内で組織 した多 くのステーキ部 の

1961

1964

1965

1966

1968

1969

1970

1971

1972

1974

1975

1977

1979

1980

1983

最初のステーキ部である。

新大陸考古学財 団諮問委員会委員長 に任命 される。

教会の系図協会会長になる。

ハ ワイのポリネ シア文化セ ンター所長 に任命 され

る。

グラナイ トマ ウンテン地下記録保管庫 の奉献 を管

理 する。 ここには系図関係 のマイクロフィルムが

保管 されている。

トンガのステーキ部 を組織。 これ は， その後彼が

世界各国で組織 した多 くのステー キ部 の最初のス

テーキ部である。

教会主催の第1回 記録文書世界大会 を企画。

教会の歴史家お よび記録家 に召 され る。 モスクワ

で開かれた公文書国際会議 ウィー ンで開かれた

系図 ・紋章学国際会議 に参加。

記録 のマイクロフィルム化 に関す るイタ リアでの

交渉 に貢献。.

ク レア夫人の健康状態が悪化 し始める。

エルサレムのオル ソン ・ハイ ド記念公 園の建設 と

その資金集めの事業を監督。

メキ シコに新た に15の ステーキ部 を組織す る。そ

れまでは5つ のステーキ部 しかなかった。

5月 ブリガム ・ヤ ング大学舞踏団 に同伴 して中

国訪問。

福音伝道の地 としてパ ナマを奉献。

4月 ブ リガム ・ヤ ング大 学のエ ルサ レムセ ン

ター建設 のための10年 間にわた る複雑 な交渉の監

督 に携わ り始 める。

10月24日 オ リブ山で行なわれた，オル ソン ・ハ

イ ド記念公園の奉献 に参加。 テディ ・コレ ック市

長からエルサレム市の記章 を授与 される。
しゆよう

6月 良性腫瘍摘出のため入院。

7月 心臓発作を起こす。

10月9日 クレア夫人死亡。
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